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は じ め に

ア ニ サ キ ス 症 は 我 が 国 の 消 化 器 科 を 専 門 に し て

い る 医 師 に とっ て は め ず ら し い 病 気 で は な く な っ

た
．

１９９１年 に 石 倉 らカミア ニ サ キ ス 症 の 最 新 全 国 調

査 の 結 果， １６
，
０９０例 の 報 告 が あ り１）

， 表 １ の 通 り で

あ る
．

我 カミ国 の 海 産 魚 類 お よ び イ カ 類 に は Ａｎｉｓａｋｉｓ

や Ｐｓｅ 地ｏｔｅｒｒａ双ｏｖａ と い わ れ る 回 虫 目 に 属 す る

線 虫 類 の 幼 虫 淡 寄 生 して い るカミ， 日 本 人 の 食 性 か

ら 種 々 の 魚 の 刺 身， 寿 司， し め サ バ 等 の 酢 漬 け，

マ ダ ラ の 昆 布 じ め 等 の 生 の 魚 肉 を 食 べ る 機 会 租 多

く そ の 際， 魚 に 寄 生 して い る こ れ らの 幼 線 虫 が 偶

然 の 機 会 に人 の 消 化 管 粘 膜 内 に 侵 入 し （多 く の 場

合， 胃 粘 膜） 急 性 症 状 を呈 し た り， 自 然 消 退 した

り， 侵 入 して 死 滅 し た 幼 線 虫 を 申 心 に 粘 膜 内 に 好

酸 球 肉 芽 腫 形 成 し た り す る こ と カミあ る１）２）
．

歴 史 的 に， １９６０ 年 に オ ラ ン ダ の Ｖａ孤 Ｔｈｉｅ１カミ初

め て 人 体 例 よ り３｝
， ニ シ ン に 寄 生 す る ア ニ サ キ ス

の 幼 虫 を発 見 し， 以 来 多 く の 報 告カミあっ た． 我 が

国 で も１９６５年 以 来 多 く の 臨 床 医， 特 に北 海 道 方 面

表 １ ア ニサ キ ス 症の 全 国 調査 結 果（～１９９０．１０月）

胃 ア ニ サ キ ス 症 １５
，
３７９例（９５．５８路）

腸 ア ニ サ キ ス 症 ６４０例（３．９８％）

異 所 性 ア ニ サ キ ス 症 ５３例（０
．
０３％）

不 明 １８例（Ｏ．０１％）

合 計 １６
，
０９０（１００％）

の 篤 学 の 医 師 達 に よ っ て 報 告 さ 泄｝～６）
， さ ら に 寄

生 虫 学 や 水 産 学 方 面 の 研 究 者 達 に よ り そ の 病 態，

生 態， 疫 学カ§研 究 さ れ て き た． 今 回 我 々 は 消 化 管

ア ニ サ キ ス 症 に つ い て 当 科 関 連 施 設 に お け る１９８９

年 ９ 月 よ り１９９３年 １ 月 ま で の ３ 年 ４ ヵ 月 間 に 経 験

し た９０症 例 の 診 断 お よ び治 療 を 中 心 に 報 告 す る
．

１． ア ニ サ キ ス の 生 活 環 と 消 化 管 ア ニ 苛 キ ス 症

魚 食 性 海 棲 哺 乳 類（ク ジ ラ， イ ル カ， ス ナ メ リ，

ア ザ ラ シ等） の 胃 に は 回 蛍 と 同 類 の 寄 生 虫 ア ニ サ

キ ス 類カ§多 数 寄 生 して い る． そ の 卵 は 海 申 に 排 湛

さ れ 艀 化 し 第 ２ 期 幼 虫 と な り， 中 間 宿 主 オ キ ア ミ

類 に 捕 食 さ れ 第 ３ 期 幼 蛍 と な る． さ ら にイ カ 類 や

魚 類 の 待 機 宿 主 に 捕 食 さ れ 第 ３ 期 幼 虫 の ま ま 腹 腔

内， 内 臓 包 膜 下， 腸 管 膜， 筋 肉 内 に 寄 生 す る
．

寄 生 して い る 魚 類 は， 魚 食 性 海 棲 哺 乳 類 に 食 べ

ら れ， 幼 虫 は 胃 に 寄 生 し 成 虫 と な る７）１互）（図 １）
．

魚

の 生 肉， 酢 漬 け， 塩 漬 け， 魚 卵 の 塩 漬 け 等 の 食 習

慣 の あ る 日 本 人 で は こ れ ら の 食 晶 中 の ア ニ サ キ ス

幼 線 虫カ§経 口 的 に 消 化 管 に 入 る． 活 発 に 活 動 す る

幼 線 虫 は， 粘 膜 内 に 刺 入 す る チ ャ ンス が 多 い． 刺

入 し た 幼 線 虫 は 種 々 の 急 性 症 状 を 引 き 起 こ す が，

人 に 対 す る 宿 主 適 応 性カミな く， 侵 入 した 幼 線 虫 は

死 減 す る
．

こ の 過 程 で 急 性 症 状 や 異 物 反 応カミ起 こ

り， ま た， 死 減 し た 虫 体 成 分 の 抗 体 産 生 等 が 起 こ

り 再 感 染 の 場 合 激 し い 臨 床 症 状 淡 起 こ っ た り す

る
．

刺 入 す る 場 所 は 消 化 管 で は， 胃カミほ と ん ど で

あ るカミ， 十 二 指 腸 小 腸 粘 膜 に も 侵 入 す る． ま た 異

Ｋｏｉ曲ｉ ＳＯＹＡ Ｍ Ａ， Ｎｏｂｏｍ ＳＡＩＴ０， Ｈｉｒｏ卿 ｋｉ ＫＡＮＡＺＡ Ｗ Ａ， Ｋ ㎜ 晩 賄 Ｗ ＡＴＡ Ｎ浴 脇 ， Ｓｈｉ㎜ｇｏ

Ｋ Ａ Ｍ ＥＯ Ｋ 公 ａｎｄ Ｋｙｏｉｃ嚇 Ｈ Ａ Ｍ Ａ Ｎ Ｏ 〔Ｄｅｐａ武 ｍ ㎝ｔ ｏｆ Ｓ脳ｒｇｅ 町 ＩＩ
，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏｍｅ烈
’
ｓ Ｍ ｅｄ１ｃａ１ Ｃｏ１ｌｅｇｅ〕：

Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｔｏ ｔｈｅｒａｐｙ ｏｆ ｇａｓ披ｏｉｎｔｅｓｔｉｎａｌ ａ泌ｉｓａｋｉａｓｉｓ
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図 １ ア ニ サ キス の 生 活史

彊 ら ： 消化 管 ア ニサ キ ス 症． 現 代 医療２！（７） よ り

、

卵 （第１ 鰍 第２ 期幼虫豪 で発書）

、、、、
／

瞬化

｛
浮 遊 楼 オ キ ア ミ 類

所 性 と し て 咽 頭， 食 道， 大 腸 に も 発 見 さ れ る よ う

に なっ た． さ ら に消 化 管 を 穿 通 し 腹 腔 内 に 侵 入 す

る 例 も あ る
７〕玉Ｏ）

．

２
．

ア ニ サ キ ス 症 の 臨 床 症 状

ア ニ サ キ ス 症 に は 急 性 症 状 を 呈 す る 激 症 型 と，

い わ ゆ る 好 酸 球 肉 芽 腫 を 形 成 し２慢 性 経 過 を と る

緩 和 型 とカ§あ る． 虫 体 の 寄 生 部 位 に よ っ て 胃 ア ニ

サ キ ス 症， 腸 ア ニ サ キ ス 症 と 呼 ばれ る
．

急 性 ア ニ

サ キ ス 症 は， 原 因 食 晶 を 摂 取 後 ２ ～ ８ 時 間 後 に 発

症 す る も の が 多 い． 我 々 が 経 験 した９０例 の 初 診 時

自 覚 症 状 は 腹 痛 （９０例）， 悪 心 （８８例）， 嘔 吐 （６５

例）， 下 痢 （５８例）， 薄 麻 疹 （５ 例） で あ っ た． そ

の 他 文 献 で は 腫 瘤 形 成， 食 欲 不 振 も あ る２≡
．

特 に 腸 ア ニ サ キ ス は 急 性 虫 垂 炎 や イ レ ウ ス と の

鑑 別 は 困 難 で， 我 々 も イ レ ウ ス を 起 こ し た 症 例 に

対 し腸 切 除 後 に 初 め て 虫 体 発 見 し， 腸 ア ニ サ キ ス

症 と 診 断 し た 例 も あっ だ の （図 ２）．

３． 診 断

当 施 設 で は 表 ２ の ご と く， 胃 ア ニ サ キ ス 症 疑 い

の 症 例 に は 摂 食 歴 と 合 わ 量 超 音 波 （ＵＳ）， コ ン

ピ ュ ー タ ー 断 層 撮 影 （ＣＴ）， 内 視 鏡 （ＧＩＦ） の 煩 で

検 査 を 行 い， ＧＩＦカミ不 可 能 な 場 合 は 胃 透 視 を 行

う． ま た， 腸 ア ニ サ キ ス 症 に は ＵＳ， ＣＴ お よ び 消

図 ２ 腸ア ニ サ キス 症 例 の季 術 標 本

腸 閉 塞 を 起 こ し， 切 除 さ れ た 標 本 に ア ニ サ キ ス 幼 虫

（→） を 認 め た
．

化 管 二 重 造 影 を行 う よ う に し て い る （全 例 で は な

い）． ア ニ サ キ ス 症 の ＵＳ， ＣＴ
， ＧＩＦ

，
Ｘ 線 所 見 を

表 ３ に 示 し た． 図 ３ は 胃 ア ニ サ キ ス 症 の Ｘ 線 透 視

像 で，図 ４ は 同 症 例 の ＵＳ 像 で あ る．ア ニ サ キ ス 症

の 二 重 造 影 は 難 し く， 中 で も 腸 ア ニ サ キ ス 症 は さ

一 Ｅ１２９一一
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表 ２ ア ニ サ キス 症 の 診 断手 煩

１、 胃 ア ニ サ キ ス 症

２． 腸 ア ニ サ キ ス 症

摂資歴

＼
ＵＳ

ＣＴ

内 視 鏡 Ｏｒ 胃 透 視

摂食歴

㌻
ＵＳ

ＣＴ

Ｘ 線検査

尭 免 疫学 的 診 断 法（ア ニ サ キ ス 抗 体）は 有 用 で あ る

が
， 時 間 が か か る な どの 問 題 点カミあ る

．

表 ３ 検 査 所 見

胃 ア ニ サ キ ス 症 腸 ア ニ サ キ ス 症

ＵＳ 棋所約胃壁肥厚
（王に糖膜 下層）

分節 概 円周 的腸壁月醇，
腹氷貯留， 図側 腸管拡張

ＣＴ 胃 壁 の 明 ら か な 肥 厚 小 腸 拡 張
，

腸 液 貯 留
，

腹 水

貯 留

ＧＩＦ 侵 入 都 浮 腫， 発 赤 び ら ん

Ｘ－Ｐ 輪 状， 輸 状 陰 影， 蟹 硬 化

ｖ 揃ｓｈｉｎｇｔｕ翻ｏｒ

腸 腔 狭 窄 壁 粗 大 化 粘 膜 迦

縁 ｓｐｉｋｅ 状 突 出 像

Ｕ Ｓ： 趨 音 波
，

ＣＴ ： コ ン ピ 皿 一 タ ー 断 層 撮 影， ＧＩＦ ：

Ｘ－Ｐ ： 単 純 Ｘ 線 写 真．

内 視 鏡，

図 ４ 胃ア ニ サ キス 症 例 の超 音 波 像

胃 壁 の 高度 肥 厚 を認 め る．

表 ４ 全症 例 の 内 訳

（王９８９年 ９ 月 ～１９９３隼 ！ 月 渡 迎 病 院）

分 類

図３ 胃 アニ サ キ ス 症例 の 透視 像

胃 ア ニ サ キ ス 症

腸 ア ニ サ キ ス 症

合 計

総数

８５

５

９０

内視鏡的摘除例

逐５

０

４５

手術例

胃 体申 部 後壁 に 透 亮 像 を認 め， ア ニ サ キス 幼 虫 （→）

カミ描 出 さ れ て い る．

ら に 困 難 で あ る 玉２）
．

そ の 他， 免 疫 血 清 学 的 診 断 に つ い て は

Ａｎ２ （ＩｇＧ１ア イ ソ タイ プ） を 用 い る モ ノ ク ロ ー ナ

ル 抗 体 の 検 査 が あ り１ユ）
， 内 視 鏡 で は 確 認 で き な

か っ た 症 例 や 慢 性 化 例， 腸 ア ニ サ キ ス 症 に も 有 効

で あ る． た だ し， 診 断 に 施 設 の 特 定 や 時 間 が か か

る の が 問 題 で あ る１３岬
．

４
．

治 療

表 遂 に は 我々 の 施 設 で の 治 療 推 移 を 示 した． 胃

ア ニ サ キ ス 症 は 内 視 鏡 で 虫 体 を 確 認 し， 内 視 鏡 生

検 鉗 子 によ る 虫 体 摘 出 に よ り 治 癒 す る が， 腸 ア ニ

サ キ ス 症 は 胃 を 通 過 し， 小 腸 に 蜂 窩 織 炎 の 形 を と

り， イ レ ウ ス な ど を 起 こ す
．

腸 ア ニ サ キ ス の 治 療

は、 で き る だ け 手 術 を 避 け， イ レ ウ ス 症 状 を 呈 し

た 場 合 で も， 腸 管 通 過 障 害 の 緩 解 を 試 み つ つ， 駆

虫 剤， 消 炎 剤 の 投 与 を 行 う べ き で あ る
．

我 々 の 施 設 で は 表 ５ の よ う に ア ニ サ キ ス の 治 療

に ｐｙｒａ就ｅｌｐａ㎜ｏ説ｅ （コ ン バ ン ト リ ン⑧） の ２ 日

間 内 服 に よ り 良 好 な 結 果 を 得 ら れ た． コ ン バ ン ト

ー Ｅ１３０ 一
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表 ５ コ ン バ ン ト リ ン⑧療 法

５ｇ 或 は５Ｔ ２ 目 聞 内 服

・ コ ン バ ン ト リ ン ⑧

一 般 名 ： パ モ 酸 ピラ ンテ ル

（ＰｙｒａΩｔｅ三 ｐａｍｏａｔｅ）

広域寄生虫駆除剤

特 に 回 虫
，

饒 虫
，

鉤 虫 症 に 用 い る
．

表 ７ 高 温 に 対す る ア ニサ キ ス 幼虫 の 低 杭性

Ｖａｎ Ｔｈｉｅｌｅｔａ 剛 １９６０）

温 度 川 困’畠〕（玉９６８）

１０秒 作 用 ６０秒 作 用

４５℃ ６９、玉分 で 死 滅 １００％ 生 存 １００％ 生 存

５０℃ ５．６分 で 死 減 １００％ 生 存 雀０％ 生 存

５５℃ ■ Ｏ％ 生 存 ０％ 生 存

６０℃ １
．
０分 で 死 減 一 ’

７０℃ 瞬 時 に 死 減 ㎞ ’

表６ 全 症例 に コ ンバ ント リ ン⑱内服 後 の有 効 度

初診時有症状 改善例 非改善例

腹 痛 ９０ ８３ ７

悪 心 ８８ ８２ ６

魑 吐 ６５ ６１ 遂

下 痢 ５８ ５６ ２

奪 麻 疹 ５ ５ ０

腸 閉 塞 １０ ７ ３｝

表 ８ 低 温に お ける ア ニ サ キス 幼 虫 の生 存 期 間

２℃

一１０℃

一１サＣ

－２０℃

水道 水

５０目 以 圭

６ 時 問

４ 時 問

２ 時 問

珀 内 １ 例 は 手 術 に 至 っ た
．

３ ％

食塩水

３０日 以 上

逸 日

１２時 間

３ 時 聞

６ ％

食塩 水

３０蘭 以 上

３ 臼

王２時 問

３ 時 聞

王Ｏ％

食塩水

６ 日

３ 日

１ 日

３ 時 問

１５％

食 塩水

４Ｅヨ

３Ｅヨ

１ 日

２ 時 聞

川 田１島〕（１９６８）よ り

リ ン⑭は 広 域 寄 生 虫 駆 除 剤 と し て 特 に 回 虫， 饒 虫，

鉤 虫 に 用 い ら れ て い る が１〕７；’５）
， 岩 野， 石 倉 らカ に

れ を用 い ア ニ サ キ ス ヘ の 殺 虫 作 用 に つ い て 実 験 を

した 結 果， ア ニ サキ ス 虫 体 を 死 滅 さ せ る 作 用 を 認

め て レ） る 茎３）
．

表 ６ は 我々 経 験 した 症 例 の 治 療 効 果 を 示 した
．

効 果 判 定 は コ ン バ ン ト リ ン⑧２ 日 内 服 後 に 行 っ

た． １ 例 の み 手 術 に 至 っ て お り（図 ２）
，

そ の 有 効

性 カミ認 め ら れ た
．

５
．

ア ニ サ キ ス の 感 染 予 防

ア ニ サ キ ス は 表 ７ に 示 す ご と く， 高 温 に 極 め て

弱 い こ と か ら 魚 を 加 熱 処 理 し て 食 べ る こ と は 第 一

の 感 染 予 防 法 で あ る８〕
． し か し， 日 本 人 の 刺 身， 寿

司 等 の 魚 類 の 生 食 へ の 限り な い 執 着 は， 加 熱 の み

の 予 防 を 望 む こ と は 困 難 で あ る． そ こ で ア ニ サ キ

ス に 対 す る 調 味 料 や ア ルコ ー ル，
放 射 線 照 射 や 薬

物 処 理 な ど の 幼 虫 殺 減 の 方 法カミ研 究 さ れ た が， ほ

と ん ど 効 果 の な い こ と が わ か っ た．
一 部「ワ サ ビ

，

シ ソ， シ ョ ウ ガ カ§殺 虫 作 用 を 持 っ て い る」’６）と 新 聞

紙 面 を 賑 わ せ た こ とカ 蛎 っ だ が 人 へ の 感 染 を 予 防

し よ う と す る に は 相 当 量 を 使 用 し な け れ ば な ら

ず， 予 防 法 に は 適 し な い
．

も う １ つ の 有 カ な 予 防 法 と して は， 表 ８ の よ う

に 低 温 処 理 で 虫 体 が 殺 減 さ れ る の を 利 用 す る 方 法

で８〕
， 実 際 に オ ラ ン ダ で は そ の 低 温 処 理 の 研 究 結

果 を も と に し て， １９６８年 オ ラ ン ダ に お け る 唯 一 の

感 染 源 で あ る ニ シ ン を 販 売 す る 時 は 「前 も っ て マ

イ ナ ス２０℃， ２４時 間 以 上 冷 凍 処 理 し な け れ ば な ら

な い」 と い う 法 律 規 制 に 踏 み 切 っ た こ と か ら， そ

の 法 律 規 制 の 行 わ れ た１９６８年 に は 患 者 発 生 の 急 激

な 減 少カミ見 ら れ， 以 後 オ ラ ン ダ か ら の ア ニ サ キ ス

症 患 者 発 生 の 報 告 は ほ と ん ど 見 ら れ な い１７）
．

ア ニ サ キ ス 幼 虫 が 筋 肉 内 に 移 行 す る と いう 報 告

に 基 づ い て， 捕 獲 直 後 に 臓 器 を 排 除 して おく こ と

も， 感 染 予 防 に つ な が る も の と 考 え ら れ て い る．

お わ り に

消 化 管 ア ニ サ キ ス 症 に つ い て 我夜 カ§経 験 し た 症

例 に 文 献 検 索 を 加 え 診 断 お よ び 治 療 を 中 心 に 述 べ

た
．

消 化 管 ア ニ サ キ ス 症 は 依 然 と して 年々 数 多 く 発

生 し て お り， 北 洋 系 の 魚 や サ バ， ス ル メ イ カ な ど

が 主 な 感 染 源 で あ る こ と を 常 に 念 頭 に 置 き 有 効 な

予 防 法 が 確 立 さ れ て い な い 現 在， 日 頃 よ り， そ の

治 療 法 を 把 握 す る こ と が 大 切 と い え よ う．
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